






































 Big Dealの広がりによる良好な情報環境の広がり 




















   
































 Scholarly Communicationを脅かす問題はないだろうか 
情報分野は特殊  Cf: Meyer, B. et al: Research Evaluation for 



















→ 紙と電子の出版の並行をいつまで 10年後は？ 
















































論文数等(2000年) 全体(実数） 理工系 生医系 社会系 学際誌 
雑誌数 
日本誌 144 63 74 5 2 
海外誌 3,676 1,396 2,105 206 55 
日本誌割合(%) 3.8 4.3 3.4 2.4 3.5 
掲載論文数 
日本誌 18,187 10,610 7,348 114 115 
海外誌 577,912 254,195 310,563 10,982 13,235 
日本誌割合(%) 3.1 4.0 2.3 1.0 0.9 
日本人論文数 
（国際共著を含む） 
日本誌 14,743 8,272 6,316 73 82 
海外誌 56,585 26,825 29,227 380 874 
海外流出率(%) 79.3 76.4 82.2 83.9 91.4 
日本人論文世界シェア 12.0 13.3 11.2 4.1 7.2 
海外誌日本人論文シェア 9.8 10.6 9.4 3.5 6.6 




発行国別 日本論文 % 全体 %
合計 71328 100.0 596099 100.0
日本誌 14743 20.7 18187 3.1
米国誌 25944 36.4 276895 46.5
英国誌 10502 14.7 114825 19.3
オランダ誌 10244 14.4 79486 13.3

















































































































Total number of papers 
Papers by Japanese authors 











機関リポジトリ    →  各大学の努力と貢献 

































      「機関リポジトリ統計」        http://www.nii.ac.jp/irp/archive/statistic/ 
      「ＩＲＤＢコンテンツ分析システム」 http://irdb.nii.ac.jp/analysis/index.php   （平成23年12月末現在） 
コンテンツ概数(本文あり） 
■学術雑誌論文  14万件 
■学位論文  3万5千件 
■紀要論文    47万件 
 その他        27万件 
 合計      92万件 
機関リポジトリ参加機関数の伸び 
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  World total：2085 
–日本には223の機関リポジトリ 
 
Open DOAR: Directory of Open Access Repositories  





 NII Institutional Repositories DataBase Contents Analysis 
    http://irdb.nii.ac.jp/analysis/index_e.php  （Last accessed：2011/10/03） 
NII Institutional Repositories DataBase Contents Analysis  
(2011/10/03 Number of Organizations 186, Number of records: 1,176,076) 























Ratio of full 
text 
Journal Article 265,775 50.9% 
Thesis or Dissertation 61,108 55.2% 
Departmental Bulletin Paper 520,609 87.6% 
Conference Paper 67,312 20.2% 
Presentation 8,591 38.2% 
Book 19,744 48.7% 
Technical Report 7,910 86.9% 
Research Paper 20,194 89.6% 
Article 45,050 83.0% 
Preprint 354 91.8% 
Learning Material 6,247 39.7% 
Data or Dataset 18,137 98.9% 
Software 23 73.9% 
Others 135,022 92.9% 













コンテンツ種別 根拠となる件数 補足率 
紀要論文 
総件数                           ：約１０２万件1) 
機関リポジトリ収録件数2)  ：約４７万件 
４６．３％ 
学位論文 
総件数                           ：約５６万件3) 




 Web of Scienceの収録論文（2009年出版分）のうち、著者の 
 所属機関が日本の論文   ：約７万９千件 






4) 尾城孝一．オープンアクセス序論：概況報告．シンポジウム 「大学からの研究成果オープンアクセス化方針を考える」 

























































                    （共用リポジトリサービス） 
• 概要 
• 機関リポジトリの自力構築が困難な機関向けに，リポジトリの 
  システム環境を提供 
• NIIが開発した機関リポジトリソフトウェア”WEKO”をベースに， 




        143機関，203名参加 
     （うち未構築機関116機関） 
11月～ 利用申込受付開始 
























































    ・大学・短大･高専･大学共同利用機関＝15％（907機関中135機関） 











− SCPJ（Society Copyright Policies in Japan） 
• 学協会登録件数： 2,473件    （2012年1月17日現在） 
















目 的 ：国内学術雑誌に掲載された論文の機関リポジトリへの登録を促進する 
概 要 ：国内学協会のオープンアクセスに関する方針を調査 
      調査結果を「学協会著作権ポリシーデータベース」に登録 







   
「大学ランキング 2010(朝日新聞出版)」（H21.4） 









   
        
       
   参考： 機関リポジトリに関する報道一覧 
     DRF: Digital Repository Federation(デジタルリポジトリ連合) Wiki               
      http://drf.lib.hokudai.ac.jp/drf/index.php?press 
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 − 現状 
• 後期博士課程を持つ機関は約400， 
  うち200機関はリポジトリ構築済み 
• 共用リポジトリにより，平成27年度末 




  運営するための今後の課題 
 コンテンツの体系的収集，保存，オープンアクセスの促進（著作権処理等を 
  含む） →機関リポジトリ全体の展開に係る課題 
 実施体制の維持，運営資金の確保（大学全体での位置づけ，図書館業務 




     「大学図書館の整備について（審議のまとめ）」（平成22年12月） 























 （NII-REO：NII Repository of Electronic   

















IEEE Computer Society 
Springer 







































約29誌* 約27万論文 1988-2008 3 *Conference 
Proceedings（約
150種）も収録 




























































B大学 C大学 NII 
オープンアクセス 














 CLOCKSS（Controlled LOCKSS）とは 







 運営機関（大学）： NII, Stanford University, Indiana University, University of 
Alberta, Rice University, University of Virginia, OCLC, University of Edinburgh, 
Australian National University, Universita Cattolica del Sacro Cuore, University of 
Hong Kong  




































・Gold Road: 出版費を購読料ではなく助成金や出版料（いわゆる著者払いモデル）で賄う。ジャーナル単位と論文単位がある。 
・Green Road: リポジトリと呼ばれるインターネット上のサーバにインターネット上のサーバに著者が論文を登録（セルフアーカイビン 
  グ）し，無料で公開する。 
          arXiv.orgなどの分野別リポジトリ，米国国立衛生研究所（NIH）のPubMed Centralなど政府主導で公的助成機関 

















































 ・ CERN（欧州合同素粒子原子核研究機構）が主導する，高エネルギー物理学分野の  
  主要雑誌のオープンアクセスをめざした運動 
 ・世界各国の研究助成団体や図書館がコンソーシアムを形成し，コンソーシアムが 
  出版費用を一元的に負担，それによってオープンアクセスの実現をめざす 
※日本は，2011年8月31日付で，KEK，NII，国公私立大学図書館協力委員会の3者が， 
  一定の条件を付したうえでコンソーシアムへの参加に関心を有することを表明する文書 

















  ・物理学，数学，コンピュータサイエンス及び関連分野のプレプリント・サーバ 
  ・1991年創設，現在はコーネル大学が運営 
  ・約73万件の論文を登録，年間ダウンロードは3,000万件にのぼる 

















  ４．国際水準の研究環境の形成 














  ３．国民とともに創り進める科学・技術政策 





















経済： どのようなビジネスモデルが残るか  
著作権と公開、再利用 
セルフアーカイブを推進する新しい仕組み 
インセンティブ 
メリットないし評価 
IRを育てるための活動 
人材育成 
技術的課題 
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ご清聴ありがとうございました 
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